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経営 本年度の

目標 重点 今後の方向性

児童 保護者 教職員 評価 コメント

A 29% 38% 6%
B 44% 45% 89%
C 19% 8% 6%
D 8% 1% 0%
E 0% 8% 0%

平均

A 38% 40% 17%
B 38% 48% 78%
C 19% 4% 6%
D 6% 2% 0%
E 0% 6% 0%

平均

A 38% 6%
B 41% 89%
C 6% 6%
D 2% 0%
E 13% 0%

平均

A 67% 39% 33%
B 19% 50% 67%
C 7% 4% 0%
D 7% 2% 0%
E 0% 5% 0%

平均

A 60% 49% 28%
B 28% 40% 72%
C 10% 6% 0%
D 2% 1% 0%
E 0% 5% 0%

平均

A 42% 11%
B 45% 83%
C 5% 6%
D 1% 0%
E 8% 0%

平均

A 45% 11%
B 46% 61%
C 7% 28%
D 0% 0%
E 2% 0%

平均

A 50% 44%
B 46% 56%
C 2% 0%
D 1% 0%
E 2% 0%

平均

A 54% 57% 39%
B 25% 34% 61%
C 15% 5% 0%
D 6% 1% 0%
E 0% 3% 0%

平均

A 40% 35% 6%
B 30% 48% 72%
C 19% 9% 17%
D 10% 4% 6%
E 0% 4% 0%

平均

A 49% 28%
B 42% 61%
C 5% 11%
D 3% 0%
E 1% 0%

平均

A 50% 28%
B 43% 67%
C 2% 6%
D 0% 0%
E 6% 0%

平均

地域の施設訪問や人
材の活用を推進し、地
域の自然・文化・産業
についての調べ学習や
体験活動の充実に努
める。

・ここ数年、コロナ禍でできなかった
が、今年度は前年度にも増して様々な
方に来校していただき、お話を伺った
り、出かけて体験をさせていただいた
りすることができた。多くの学年で複
数回にわたり校外へ出かけて学習する
ことができ、良い体験学習ができた。
・今年度実施の学習はもちろん、コロ
ナ禍でできなかった他の体験学習や活
動も次年度以降確実に引き継ぎ、継続
していきたい。

・学校教育に引き続き多くの外部の方に
関わっていただくために、現在お願いし
ている講師の方々の連絡先を確実に引き
継いでいく。また、いろいろな分野での
人材の確保に努めていく。
・他校の取り組みや、第1中学校・第4小
学校とも連携して情報共有に努め、学習
内容の充実を図っていく。

Ａ

・学習発表会で、青梅市内の企業の調査発表があっ
た。多くの項目で児童に考えさせる工夫があり、体験
学習にしっかりと取り組んでいる。
・青梅一小地域は、青梅大祭、青梅マラソン、だるま
市など、住み慣れた地域を感じる多くのイベントがあ
る。歴史の引継ぎと新しい取組をバランスよく取り入
れた体験学習を期待する。
・コロナ禍に比べて、校外でいろいろと貴重な体験が
できるようになった。児童のために大変良いことであ
る。

・家庭のITC格差は、環境的にも取組においても大き
いと思うが、学校では最低限の知識と体験が求められ
るものと考える。成果も重要だが、小学校における
ICT教育は、苦手意識をもたずに「触れる」ことが第
一と考える。
・クロームブックを持ち帰ってきたときの破損の心配
はかなり感じていた。
・児童のⅭ・Ⅾ評価が30％と高い。家庭学習へのTC機
器活用の工夫が必要である。

・登下校時の事故の心配や故障・破損・使い方については児童への指導
を徹底するとともに、市教育委員会と連携してこれからも児童の学習を
助け、学習の幅を広げる意味でもクロームブックの持ち帰りを進めてい
く。
・「家庭学習のすすめ」は参考になる記事が載っているので、活用する
機会を設ける。
・学校全体として家庭学習の習慣を児童につけていくことを目標にし、
研究部を中心に取り組んでいく。
・ICT機器と家庭学習の関係は教務部を中心にして検討していく。

学校行事・学校公開・
学校便り・ホームページ
等で学校の情報を発信
し、開かれた学校づくり
に努める。

・学校公開が充実していると思う
が、教員側の負担が重い。学校公開
と授業参観で学期に2回公開がある
が学期1回にできないか。
・学校だよりやメールでの連絡など
即時性をもって情報を発信すること
ができた。しかし、学年だよりがHP
にアップされていない事があった。

・学校公開は、保護者が平日に参観しや
すい方と土日に参観しやすい方といるの
で、どちらも実施する。しかしながら教
員の負担が軽減される方法を教務部を中
心に探っていく。
・HPでの情報発信が充実するように内容
を模索し、検討していく。また学年だよ
りや学校だよりがHPにアップされない事
が無いように共有していく。

Ａ

・学校公開や、授業参観は保護者にとって校内を
見学できる良い機会なので、あまり無理ない範囲
で良いので行ってほしい。
・平日の学校公開もあると良いと思ったが、学校
側への負担も大きいと思うので、できるだけの対
応で良いかと思う。
・ホームページはあまり凝った作りにする必要は
無く、必要な情報を発信できれば良いと思うの
で、現状のまま継続できれば良い。

・学校公開は、保護者が平日に参観しやすい
方と土日に参観しやすい方といるので、どち
らも実施する方向で検討していく。また、教
員の負担が軽減される方法を教務部を中心に
探っていく。
・HPでの情報発信が充実するように内容を模
索し、検討していく。また学年だよりや学校
だよりがHPにアップされない事が無いように
情報を共有していく。

Ａ

・石垣の点検は、児童からの情報収集を含め、しっかり
行ってほしい。児童による休み時間を利用した石垣調査DAY
みたいなものを作ってみてはどうか。ついじの補修を早め
にし、大切に維持し活用してほしい。
・運動の幅、スポーツへの興味を高めるために。以前から
要望を出している、バスケやサッカーのゴールポストの設
置を検討してほしい。
・天候への対応は仕方のない部分もあると思うので柔軟に
行えれば良いのではないか。

・芝生・ついじの活用を取り入れたサーキットトレー
ニング・準備運動は引き続き一校一取組運動「一小ス
タンダード」として取り組んでいく。
・ついじの安全性については市教育委員会にも伝え、
点検はもちろん補修を早めにし事故が起きないように
取り組んでいく。
・気候の変化による学校生活への影響はこれからの課
題である。市教育委員会との連携を密にして対策を検
討していく。
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。 「家庭学習のすすめ」
やICT機器を効果的に
活用して、家庭学習の
推進と内容の充実に努
める。

・夏季休業中にクロームブックを持ち帰る事
で、家庭学習がはかどり、学習の幅が広がっ
た。ただ、登下校時の事故の心配や故障・破
損・使い方については検討が必要である。
・「家庭学習のすすめ」については、活用する
場面が少なかったためあまり活用できなかっ
た。
・学校評価としてICT機器と家庭学習を結びつけ
ないほうが良い。

・これからも児童の学習を助け、学習の幅を広げる意味でもクローム
ブックの持ち帰りを進めていく。登下校時の事故の心配や故障・破
損・使い方については児童への指導を徹底するとともに、市教育委員
会と連携して対応していく。
・「家庭学習のすすめ」は参考になる記事が載っているので、活用す
る機会を設ける。
・学校全体として家庭学習の習慣を児童につけていくことを目標に
し、研究部を中心に取り組んでいく。
・ICT機器と家庭学習の関係は教務部を中心にして検討していく。
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校庭の芝生やついじを
効果的に活用して、健
康・体力の向上を図ると
ともに、進んで運動する
態度を育てる。

・引き続き芝生・ついじの活用を取り入れたサーキッ
トトレーニング・準備運動を一校一取組運動「一小ス
タンダード」として取り組んでいく。
・ついじの安全性については市教育委員会にも伝え、
事故が起きないように取り組んでいく。
・気候の変化による学校生活への影響はこれからの課
題である。市教育委員会との連携を密にして対策を検
討していく。

・青梅市は豊かな自然や受け継がれてきた文化・芸術
が豊富である。持続可能な開発目標を達成するために
もこれらを伝承していくことが大事と考える。故に引
き続き多くの外部の方に学校教育に関わっていただく
方向である。そのために、現在お願いしている講師の
方々の連絡先を確実に引き継いでいく。また、いろい
ろな分野での人材の確保に努めていく。
・他校の取り組みや、第一中学校・第四小学校とも連
携して情報共有に努め、学習内容の充実を図ってい
く。

Ｂ

・清掃面が厳しいなと思う。掃除を行うことで見えな
いところからゴミが出る、キレイになるという可視情
報から掃除を行った達成感を得られると良い。
・縦割り清掃は上級生からの学び、上級生自身の成長
にも繋がる重要な教育だと思うので、継続していける
と良い。
・手洗い・うがいを行うことは習慣づくとよいと思
う。保護者の評価が高いので、家庭では健康な生活を
心掛けていることと思う。
・マスクは着用・非着用のメリハリをつけたらどう
か。常に着用することも不自然に感じる。

・全力掃除の定義を年度初めにしっかりと教員間
で共有し、日々の清掃指導に生かしていく。。
・重点清掃期間中は、最低でも週に３回以上掃除
ができるように前年度中に教育課程を組んでい
く。また清掃の時間を延ばすなどしっかり清掃に
取り組めるように工夫していく。
・感染症の拡大を防ぐために改めて「うがい・手
洗い・マスクの着用」の必要性を説き、全校に呼
びかけていく。

避難訓練やセーフティ
教室等の指導を通し
て、自他の安全や生命
を尊重する態度を育て
る。

・交通安全・自転車の乗り方・SNS等学年に
応じた内容で指導してきた結果、身体的な
安全だけでなく、心の安全にも気をつける
児童が見られるようになってきた。。
・コロナ禍でできなかったいろいろな場面
を想定した避難訓練を行うことができた。
が、1月の能登半島地震を鑑み、極寒の中で
の災害の想定も必要かと考える。

・引き続き交通安全や自転車の乗り方等の身体的
な安全だけではなく、心の健康も保つためにSNS
や交友関係の持ち方等の指導を行い、自他の安全
や生命を尊重する態度を育てていく。
・これからも様々な場面を想定した避難訓練を
行っていく。また、生活指導部を中心に極寒の中
での災害を想定した避難訓練にも取り組んでい
く。

Ａ

・様々な訓練を行う方針は良いと思う。常に訓練して
おくことで、児童も教職員も体が自然に動かせること
につながるのではないか。また、アウトドア用品の取
り扱いを取り入れてはどうか。
・通学路の危険個所のチェックは今後も続けてほし
い。個人的にはブロック塀や、石塔がきになってい
る。
・ヘルメットを被らないで自転車に乗っている子が多
く見られる。ヘルメットを被るように引き続き指導を
願いたい。また、天ヶ瀬公園では暗くなって帰るとき
自転車で広がって帰る児童が見られる。

・引き続き交通安全やヘルメットの着用等安全な
自転車の乗り方を指導していく。また、心の健康
も保つためにSNSや交友関係の持ち方等の指導を行
い、自他の安全や生命を尊重する態度を育ててい
く。
・これからも様々な場面を想定した避難訓練を
行っていく。また、生活指導部を中心に極寒の中
での災害を想定した避難訓練にも取り組んでい
く。

「全力そうじ」の取組を
通して環境を整えたり、
保健指導や感染予防
教育を行ったりして、健
康的な生活を心がけ、
健康の増進に取り組も
うとする態度を育てる。

・全力掃除の定義が教員間で理解できていな
い。児童も何が全力清掃なのか理解してない。
全力清掃を謳うよりはきれいにする意識を持た
せる事が大切ではないか。
・重点清掃期間が短く時間も同じため、通常の
掃除の日との違いを出しづらい。
・コロナウイルス感染症が5類に分類され、児童
もコロナ慣れしてきたためか「手洗い・うが
い」がしっかりできていない。また咳のある
子、兄弟がインフルエンザ等の子がマスクをか
けていない姿が目立ってきた。

・全力掃除の定義を年度初めにしっかりと教員間
で共有し、日々の清掃指導に活かしていく。。
・重点清掃期間中は、最低でも週に３回以上掃除
ができるように前年度中に教育課程を組んでい
く。また清掃の時間を延ばすなどしっかり清掃に
取り組めるように工夫していく。
・感染症の拡大を防ぐために改めて「うがい・手
洗い・マスクの着用」の必要性を説き、全校に呼
びかけていく。

・道徳性を培うには児童同士の関わりが大きな役割を
果たすと考える。道徳の学習に限らず、学校生活全般
を通して児童同士がコミュニケーションをとり、お互
いに関われるように図っていく。
・道徳性は低年齢のうちに培われると考えられる。故
に指導計画に沿いながらも低学年の道徳教育をさらに
充実していく。
・児童の道徳観を養い、定着を図っていく。また、道
徳観を養うために児童の良い言動を認め、自己肯定感
を高める指導を引き続き行っていく。

・一件のいじめが重大事故につながるケースもあると
思うのでいじめゼロ宣言というスローガンは良いと思
う。
・いじめはセンシティブなものですが、だからこそ触
れてはいけないものにならないたゆまぬ努力が重要だ
と思う。
・いじめゼロが好ましいが、学校生活ではなかなか難
しいところがある。いじめがかっこ悪い・ダサいと
いったイメージ作りも織り交ぜてはどうか。
・子供たちが放課後児童遊園等で楽しそうに遊んでい
る姿を見かける。縦割り班で活動したり交流があるこ
とで異学年での思いやりが深まっている

・引き続き自他への思いやりや集団としての自分の役
割を身に付けるため縦割り班活動を行っていく。ま
た、これからのリーダーを育てていく意味でも積極的
に異年齢児童の交流を図り、高学年の児童の活動を奨
励していく。
・教職員全員で児童を見守り、児童が安全に学校生活
を過ごせるためにもいじめアンケートの結果を公表
し、共有していく。
・「一小いじめゼロ宣言」を周知・徹底するため、呼
びかけはもちろん常時クラスで掲示し、代表委員会を
中心に振り返りを行っていく。

「全力あいさつ」の指
導、生活目標の周知や
学校生活の約束等の
指導を徹底して、ルー
ルやマナーを遵守しよ
うとする態度を育てる。

・児童・保護者・教職員共にＡ・Ｂの評価が９
０％前後と高く、挨拶や学校生活の約束・ルー
ルを守ろうとする姿勢が根付いて来たことがわ
かる。しかし、さらに気を引き締め、引き続き
目をかけ声をかけていく必要がある。
・全力挨拶の定義がよくわからない。
・「すてきな一小の子ども」の項目が多く、指
導の難しさを感じる。また、通学路のルール
（ここの信号は渡らないなど）や識別が多く、
特に初めて目にする者には難しく、指導の徹底
がしづらい。

・挨拶はその人の人格と捉えられることもある。その
ため挨拶の大切さを常に説き、引き続き声掛けをして
いく。
・全力挨拶の定義を職員会議等で取り上げ、職員間で
共有し周知させていく。
・「すてきな一小の子ども」の項目については指導し
やすいように、また児童に分かりやすいように再検討
する。
通学路の色別コース・ルールについても同様で、指導
しやすく児童に分かりやすいように再検討し、児童や
保護者に浸透するようにしていく。

Ａ

・学内では、児童の多くが挨拶する。よく道端で会う
子供たちも年度の初めは目も合わせなかったが、現在
は大きな声で挨拶するようになった。
・地域でも大人同士、大人と子供が挨拶できる関係が
大切です。
・交通ルールもよく守っている姿が見られる。
・子供の安全を守るための指導項目が多くなることは
致し方ないと思う。優先順位を決めつつ、時間をかけ
るしかないのではないか。

・引き続き挨拶の大切さを説き、校外でも児童同士や
地域の大人とも挨拶を交わせるように指導してい
く。。
・全力挨拶の定義を職員会議等で取り上げ、職員間で
共有し周知させていく。
・「すてきな一小の子ども」の項目については指導し
やすいように、また児童に分かりやすいように再検討
する。
・通学路の色別コース・ルールについても、指導しや
すく児童に分かりやすいように再検討し、児童や保護
者に浸透するようにしていく。

「特別の教科 道徳」の
授業の充実を図るととも
に、全教育活動を通し
て児童の道徳性を養
う。

・道徳の時間以外にも学校生活での
出来事をクラスで話し合い、考える
時間を設けて指導している。しか
し、児童の友達や地域の方々とのか
かわり方・学校生活の様子を見てい
るとまだまだ課題のある児童がい
る。

・道徳は長期的な計画で指導していくもの
と捉えるが、その基となるものは低年齢の
うちに培われると考えられる。故に指導計
画に沿いながらも低学年の道徳教育をさら
に充実していく。
・道徳の学習に限らず、学校生活全般を通
して児童の道徳性を養い、定着を図ってい
く。また、道徳性を養うために児童の良い
言動を認め、自己肯定感を高める指導を引
き続き行っていく。

Ｂ

・SDGsへの取組が道徳性の向上に繋がっているとのこ
と。絶対性より相対性、相互理解を学べる取組が道徳
に効果を生じていることに驚いた。
・工夫された分かりやすい授業を参観した。「普通の
子供」の子供に育つように指導をお願いしたい。全員
が積極的に自分の意見を言える道徳になるともっと良
いと思う。
・低学年時の道徳教育の更なる強化は異論無し。生命
の大切さや思いやりなど小さいうちから身に付けてほ
しい。日本人らしい道徳観を深堀することが大事では
ないかと感じる。

Ｂ

・習熟度別の指導は負担が大きいと思う。その中でも
習熟度アップ、児童が学びやすい環境をつくろうとし
ているところが評価できる。
・文科省では「誰ひとり取り残されない学びの保証」
と銘打った教育を推進している以上、公立学校におけ
る重点は「取り残されない」部分になると理解してい
る。青梅市内でも学校による習熟度に差はあると思う
ので、地域の実情に応じた教育が必要。可能な範囲で
上位層を目指す児童への指導も期待する。
・低学年からの基礎学力の習得が大切なので、ステッ
プアップの改善が必要と考える。

・習熟度別指導では引き続き少人数の児童を
見取り、個に応じた指導が行き渡るよう努め
ていく。
・習熟度別指導では引き続き少人数の児童を
見取り、個に応じた指導が行き渡るよう努め
ていく。

豊
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｢一小いじめゼロ宣言｣
やアンケートの取組・異
年齢集団活動の活動
や情報モラルの指導を
通し、いじめゼロに向け
た好ましい人間関係を
育てる。

・縦割り班のリーダーが様々な活動を
計画し、異学年での交流を積極的に
図っている。縦割り班活動以外でも異
年齢で一緒に遊ぶ姿が見られ、仲が深
まっている。
・いじめアンケートの集計が見にくい
と感じる。
・「一小いじめゼロ宣言」を知らない
のか、「一小いじめゼロ宣言」に児童
たちが取り組んでいる様子があまり見
られない。

・縦割り班活動で自他への思いやりや集団として
の自分の役割を学び、これからのリーダーを育て
ていく意味でも積極的に異年齢児童の交流を図
り、高学年の児童の活動を奨励していく。
・教職員全員で児童を見守り、児童が安全に学校
生活を過ごせるためにもいじめアンケートの結果
を公表し、共有していく。
・「一小いじめゼロ宣言」を周知・徹底するた
め、呼びかけはもちろん常時クラスで掲示し、代
表委員会を中心に振り返りを行っていく。

Ｂ
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習熟度別指導・
chromebook・ステップ
アップクラスを計画的に
活用、実施し、個に応
じた指導の充実を図
る。

・習熟度別指導では少人数の児童を見取り、個
に応じた指導が実施できている。
・基礎基本である四則計算の習熟が十分といえ
ない児童もいる。ステップアップの利用は4年生
以上だが習熟を図るため、四則計算を学ぶ低学
年からステップアップを活用したい。
・ステップアップクラスの意義が共有しきれて
いないように感じる。参加した児童は確実に力
がついているが、高学年で学習意欲や態度・対
人関係の問題などで参加への指導に難しさを感
じる。もっとみんなが活用でき、楽しく続けて
勉強に参加できるようにしたい。

・習熟度別指導では引き続き少人数の児童
を見取り、個に応じた指導が行き渡るよう
努めていく。
・ステップアップクラスは都の事業であ
り、4年生以上との制約があるが、対象を低
学年（１・２年）からにしたほうが効果が
上がるため、対象を下げるよう教育委員会
に働きかけていく。
・学校としてステップアップへの参加基準
を決めて指名制にし、指導方針を決めて先
生方の方向性を合わせる。

Ｂ

・スモールステップの評価は児童にとってやりがいになっ
ていると思う。しかし児童のⅭ・Ⅾ評価が合わせると25％と
高い。学習意欲への喚起が必要。
・SNSやYoutubeが氾濫している現在、読書の機会は減少す
る傾向がある。読書活動の継続は大切。　また、図書ボラ
ンティア等の活動もあり、図書への活動は素晴らしく感じ
ている。読書が苦手な児童への工夫もなされている。
・分析評価に「期限を意識」とあるが、子供たちへのルー
ル付けは大切だと思うので、改めて指導を願う。
・時間の確保が難しい中で読書を習慣化しようとする取り
組みが良い。

・本の貸し出しについては図書館使用の
ルールを児童に周知していく。ルールを
身につけ、不明の蔵書を出さないために
も放送等を利用して図書の時間以外にも
返却できることを知らせていく。また、
長期の休みの前には個々の未返却本を確
認をする。
・読書活動と学習活動が結びつく方法を
模索し、実施していく。

朝学習の計画的な実
施やICT機器の活用を
含めた授業改善の推
進に努め、基礎的・基
本的な学習内容の習
得を図る。

・ICT機器の導入から時間がたち、先生方や子ど
もたちにも積み重ねができてきた。環境も整っ
てきたため、授業に支障をきたすことも徐々に
減り、効果的に活用することができるように
なってきた。
・朝学習については1学期は順調に取り組むこと
ができたが、2学期以降あまり実施できなかっ
た。
・児童のⅭ・Ⅾ評価が27％と高く、4人に1人が
達成されていないと感じていることは大きな課
題である。

・さらにICT機器を効果的に活用するため、お互いの
活用方法を校内で共有していく。また、児童によって
ICTの活用には差があるので個別指導の時間を増やし
ていく。
・朝学習の目的を明確にし、活用方法や指導内容を系
統だって取り組めるよう年間計画を作成するなど研究
部を中心に話し合い、実施していく。
・学習の基礎基本の定着を図ることはもちろん、児童
の学習内容の修得や定着を図る工夫をしていく。

・ランランウィークや休み時間、体育の授
業など芝生やついじを活用する機会がたく
さんあり、児童が進んで運動しようとする
姿が見られた。ただ、時々ついじの石垣が
緩み、外れることがあるので事故が起きな
いように気をつけなければならない。
・気候の変化によって、一校一取組ができ
なくなる場面があった。
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〈評価基準〉　　Ａ：達成できている　　　Ｂ：ほぼ達成できている　　　Ｃ：あまり達成できていない　　　Ｄ：達成できていない

項目 具体的な方策
評価
(%) 分析結果 改善策

学校関係者

評価記入欄

Ｂ

・先生と児童の評価に差が出ているところが気にな
る。基礎が定着するように工夫してほしい。
・家庭環境に起因する達成度の低さもあると思うが、
補習授業等で対応できれば良いのではないか。
・授業の風景や、家庭学習の光景を見るとICT機器の
活用ができていると感じた。今後も継続することで更
なる効果が期待できると思う。
・朝学習は調べ学習としたらどうか。その手段として
ICT機器を活用してはどうか。また、2学期以降あまり
できなかったのはなぜか。

・研究推進部を中心に児童の多くが『基礎基本の
学習の習熟』を十分と捉えられるような取組を模
索し、学習の定着はもちろん、満足感や達成感が
得られるように実践していく。
・朝学習の目的を明確にし、活用方法や指導内容
を系統だって取り組めるよう年間計画を作成する
など研究部を中心に話し合い、実施していく。学
期ごとに実施状況を含めて、全体で振り返る機会
を設ける。

朝読書や「チャレンジ
読書」等の読書活動、
考えを記述し、意見交
換する学習活動を通し
て、自ら課題に向き合
い、進んで学習に参加
しようとする態度を育て
る。

・図書委員会や図書担当の職員の取
り組みが素晴らしく、本に親しみ、
図書室を訪れ、進んでいる読書する
児童が増えている。しかし、「図書
の時間」としての時間の確保が難し
い。
・６月に本を借りて、そのままのク
ラスもあった。蔵書確認・整理もあ
るので、期限を意識する必要があ
る。

・「本を読むこと」は児童の心を養ううえでも大切な
ことなので、「読書の時間」を極力確保していく。
・本の貸し出しについては図書館使用のルールを児童
に周知していく必要がある。ルールを身につけ、不明
の蔵書を出さないためにも放送等を利用して図書の時
間以外にも返却できることを知らせていく。また、長
期の休みの前には個々に貸し出しの本の確認をしてい
くようにする。
・児童の読書活動が活発に行われているためか、学習
の指導等で登場人物の心情や情景の読み取りが豊かに
なってきている。

＜学校経営方針の重点＞
１ 確かな学力の育成 ２ 豊かな心の育成 ３ 健康な体の育成 ４ 家庭・地域等との連携


